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吉
川
市
学
童
保
育
条
例
の

一
部
を
改
正

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
学
童
保
育

の
対
象
児
童
が
小
学
校
低
学
年
か
ら

６
年
生
ま
で
に
、
土
曜
保
育
時
間
が

午
後
５
時
ま
で
か
ら
午
後
６
時
30
分

ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

 

吉
川
市
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
図

書
館
及
び
図
書
室
の
開
館
時
間
が
午

前
10
時
か
ら
午
前
９
時
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
、
休
日
振
替
に
よ

る
休
館
日
及
び
休
室
日
の
廃
止
、
年

末
の
休
館
日
の
短
縮
を
行
い
ま
す
。

吉
川
市
職
員
等
の
給
与
・

手
当
等
を
改
正

　

吉
川
市
職
員
の
給
与
、
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
の
給
与
、
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
、
非
常
勤
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

吉
川
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

現
在
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

が
平
成
27
年
３
月
31
日
で
終
了
す
る

た
め
、
再
度
、
現
在
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
吉
川
市
連
合
長
寿
会
が
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
の
指
定
管
理
者
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。人

事
案
件

◆
公
平
委
員
会
委
員

　

平
成
26
年
12
月
16
日
に
任
期
満
了

と
な
る
齊
藤
正
雄
氏
が
、
再
度
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
27
年
３
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
立
澤
秀
子
氏
が
、
再
度
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
３
件
を
上
程
し
、

次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣

等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
制
度
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
大
学
生

等
を
対
象
と
し
た
国
が
行
う
貸
与
型

の
奨
学
金
で
、
無
利
息
の
第
一
種
奨

学
金
と
年
３
％
を
上
限
と
す
る
利
息

付
の
第
二
種
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
貸
付
実
績
は
、
第
一

種
が
約
40
万
２
０
０
０
人
、
第
二
種

が
約
91
万
７
０
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
貸
与
者
及
び
貸
与
金
額
が

増
加
す
る
な
か
、
長
引
く
不
況
や
就

職
難
な
ど
か
ら
、
大
学
を
卒
業
し
て

も
奨
学
金
の
返
還
が
で
き
ず
に
生

活
に
苦
し
む
若
者
が
急
増
し
て
お

り
、
平
成
24
年
度
の
滞
納
者
数
は

約
33
万
４
０
０
０
人
、
期
限
を
過

ぎ
た
未
返
還
額
は
過
去
最
高
の
約

９
２
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
が
、
家
庭
の

経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
心
し

て
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
作
る

た
め
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く

要
望
し
ま
す
。

　

１ 　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
給
付

型
奨
学
金
制
度
は
拡
充
を
行
い
、

大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
給

付
型
奨
学
金
制
度
を
早
期
に
創

設
す
る
こ
と
。

他
３
項
目

35
人
学
級
の
見
直
し
を
や
め
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
を
求
め

る
意
見
書

　

財
務
省
は
財
政
制
度
等
審
議
会
で
、

公
立
の
小
学
校
一
年
生
で
導
入
さ
れ

て
い
る
35
人
学
級
を
従
来
の
40
人
学

級
に
戻
す
よ
う
求
め
る
方
針
を
提
示

し
た
。

　

現
在
、
国
が
実
施
し
て
い
る
小
学

校
一
年
生
の
35
人
学
級
は
、
少
人
数

学
級
に
よ
る
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

願
う
全
国
の
父
母
・
教
職
員
の
切
実

な
要
望
と
国
民
的
な
運
動
に
よ
り
、

国
に
先
駆
け
て
全
国
の
自
治
体
が
独

自
の
小
中
35
人
学
級
を
実
施
す
る
中

で
、
２
０
１
１
年
度
に
よ
う
や
く
制

度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正

義
務
教
育
標
準
法
は
、
政
府
は
小
２

か
ら
中
３
ま
で
の
35
人
学
級
を
順
次

改
定
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
安
定

し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
附
則

に
明
記
し
て
お
り
、
小
学
校
一
年
生

の
学
級
編
成
を
40
人
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
35
人
学
級
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
、
法
に
も
と
づ
く
執
行

を
す
べ
き
政
府
の
責
務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
お
よ
び
政
府
に
対

し
、
小
学
校
一
年
生
の
35
人
学
級
の

見
直
し
を
や
め
、
さ
ら
に
少
人
数
学

級
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

決　

議

　

今
定
例
会
で
は
、
１
件
を
上
程
し
、

可
決
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

吉
川
市
の
地
域
医
療
の
充
実
に

向
け
た
対
策
を
求
め
る
決
議

　

我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
質
の
高
い
医
療
を
安
定
的
に

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
将
来
に
わ
た
る

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
高
齢
者
福
祉

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
を
求

め
る
国
民
の
要
望
は
極
め
て
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
不
足
や
そ

れ
に
伴
う
地
域
の
病
院
の
閉
鎖
等
、

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
深
刻

化
し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

当
市
は
極
め
て
稀
な
人
口
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
都
市
で
あ
り
、
特
に

子
育
て
世
代
を
中
心
と
す
る
今
後
の

地
域
医
療
を
鑑
み
る
と
、
現
在
の
医

療
体
制
で
は
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
吉
川
市
の
地
域
医
療
の
充

実
に
向
け
、
診
療
科
目
の
偏
在
を
無

く
す
た
め
、
産
科
等
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
医
療
機
関
の
誘
致
に
努
め
る

と
と
も
に
、
適
切
な
地
域
医
療
体
制

が
確
保
で
き
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
、

吉
川
市
と
し
て
国
や
県
に
対
し
医

師
・
看
護
師
・
助
産
師
確
保
対
策
の

強
化
や
医
師
養
成
数
の
増
員
を
図
る

こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
を
合
わ
せ
て

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

請
　
　
　
願

　

今
定
例
会
で
は
、
１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣

議
決
定
」
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
者　
　

埼
玉
土
建
一
般
労
働

　
　
　
　
　

組
合
吉
川
松
伏
支
部

　
　
　
　
　

支
部
長　

松
田
省
吾

紹
介
議
員　

佐
藤　

清
治

　
　
　
　
　

小
林　

昭
子

【
要
旨
】

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣

議
決
定
」
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
立
法

措
置
を
中
止
し
、
日
本
国
憲
法
９
条

を
守
り
、
生
か
す
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
意
見
書
を
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
。　

【
理
由
】

　

７
月
１
日
に
安
倍
内
閣
は
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
「
閣

議
決
定
」
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

解
釈
で
憲
法
９
条
の
破
壊
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

全
国
で
も
２
０
０
を
超
え
る
自
治

体
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対

の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

請
願
を
採
択
し
、
関
係
機
関
へ
意

見
書
の
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

〒
３
４
２
-８
５
０
１

　

吉
川
市
吉
川
二
丁
目
１
番
地
１

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
８
２
）９
４
２
１


